
IP
EC

 J
AP

AN
  S

AF
ET

Y 
DAT

A

成分名 ヨウ化カリウム 

英文名 Potassium Iodide 

CAS No. 7681-11-0 

収載公定書 日局   EP  USP 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/7681-11-0  

 

投与経路 用途 

経皮   安定（化）剤、可溶（化）剤、崩壊補助剤、溶解剤、溶解補助剤 

耳鼻科用剤 

歯科外用及び口中用 

一般外用剤 

眼科用剤 

経口投与 

 

１．単回投与毒性 

動物種 投与経路 LD50(mg/kg 体重) 文献 

Swiss マウス 経口 
1862 mg/kg 

金網ケージでの絶食 
Webster et al., 1957 1) 

Swiss マウス 経口 
1982 mg/kg 

鉋屑床敷での絶食 
Webster et al., 1957 1) 

Swiss マウス 経口 
2068 mg/kg 

非絶食 
Webster et al., 1957 1) 

Swiss マウス 腹腔内 1117 mg/kg Webster et al., 1957 1) 

CDF1 マウス 皮下 1.9 g/kg Primack, 1971 2) 

ラット 静脈内 167 mg/kg RTECS, 1923 

ウサギ 経口 0.6-0.7 g/kg Greenbaum et al., 1927 3) 

２．反復投与毒性 

該当文献なし  

３．遺伝毒性 

試験 試験系 濃度 結果 文献 

細胞遺伝性 

（in vitro） 

腹水由来腫瘍細胞 

（MTK 肉腫 III） 
500 mg/kg 

分裂中期阻

害 
Kimura et al. 1963 4) 

４．癌原性 

① N-bis(2-hydroxypropyl)nitrosamine (DHPN)を 280mg/100g体重腹腔内に投与したWistar系ラ

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/7681-11-0
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ットにヨウ化カリウムを飼料に 1000 ppm 混入して 19 週間与えた。投与終了時，甲状腺腫の発現

頻度は 85%（20 例中 17 例）であった。甲状腺癌の発現頻度は 65%（20 例中 13 例）であった。前処

置しないヨウ化カリウム群，無処置群では甲状腺腫瘍の発現は認められなかった。甲状腺濾胞ホ

ルモン（TSH）の平均値は前処置したヨウ化カリウム群で 9.40±16.0 ng/mL であった。このことは，

ヨウ化カリウムは DHPN 前処理ラットの甲状腺腫瘍を促進（プロモート）させるとみなされた。5) 

（Hiasa et al., 1987）  

② F344系ラット雄にヨウ化カリウム 1000，100，10，0 ppmを飲水に混入して 2年間投与した結果，

唾液腺の扁平上皮癌が 1000 ppm群雄 40例中 4 例，雌 40例中 3 例に認められた。高用量群で

は，顎下腺の小葉萎縮を伴う小道管増殖が高頻度にみられ，扁平上皮化生が増殖性の小導管，

比較的大きな導管間質に認められた。異形成から扁平上皮癌までの移行所見が明らかであった。

これらのことから，増殖性の小導管の扁平上皮化生は，ヨウ化カリウムの二次的な小葉障害を招

き，扁平上皮癌にいたると考えられ，非遺伝毒性の増殖性変化による機序とみなされた。 6) 

(Takegawa et al., 1998)  

③ F344系ラット雄にヨウ化カリウム 1000，100，10，0 ppmを飲水に混入して 104週間与えた。別

途に 2 段階発癌性試験として，N-bis(2-hydroxypropyl)nitrosamine (DHPN)の単回投与後，ヨウ化

カリウム 1000，0 ppm を 83週間投与した。前者の試験では，1000 ppm群の唾液腺で扁平上皮細

胞癌の誘導が認められたが，甲状腺では腫瘍はみられなかった。2 段階発癌性試験では，濾胞

上皮由来の甲状腺腫瘍の頻度，重量が，DHPN 単独群に比べて DHPN・ヨウ化カリウム群では有

意に増加した。これらの結果から，過剰なヨウ化カリウムの摂取は甲状腺腫瘍を誘発するが，ヨウ

化カリウム自体はラットに甲状腺腫瘍を惹起させないことが示唆された。唾液腺では，ヨウ化カリ

ウムは後成的な機序による発癌能を有することが示唆されたが，高用量のみとみなされた。 7) 

(Takegawa et al., 2000)  

５．生殖発生毒性 

① ラット，ハムスター，ウサギ，ブタに過量のヨウ化カリウム，ヨウ化ナトリウムを餌に混入して影

響を調べた。雌は無処置の雄と交配させ，混餌投与は妊娠後期に行い， 出生仔には制限を加え

なかった。妊娠期間，分娩時間，授乳，出生仔の生存率を観察した。ウサギにヨードを飼料に 250

～1000 ppm 混入して 2～5日間与えた結果，出生仔の死亡率が増加した。ハムスターでは，2500 

ppm 与えても軽度な摂餌量の減少，離乳時出生仔体重の減少以外変化は認められなかった。妊

娠期間はラット，ハムスター共に変化はみられなかったが，ラットでは分娩時間の遅延が認められ

た。ヨードの混餌を停止してラット雌，ウサギ雌を再度交配した結果，出生仔には変化が認められ

なかった。ブタはラットとウサギで毒性の認められた用量で変化はみられなかった。8) （Arrington 

et al., 1965）  

② Sprague-Dawley系ラット雌雄にヨウ化カリウムを飼料に 0.1，0.05，0.025，0 %(w/w)混入して交

配前，交配期間中に与えた。母動物は妊娠期間，授乳期間，離乳（出生後21日目）後は出生仔と

ともに 90 日目まで混餌飼料を与えた。陽性対照群には NDA メチル化阻害薬 5-azacytidine 4 

mg/kgを母動物妊娠 17日目に腹腔内投与した。出生仔全例は本来の母動物が飼育し，3～90日
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齢に標準的な行動試験をブラインド実施した。その結果，ヨウ化カリウムは母体重，摂餌量に有意

な減少を惹起させることはなかったが，一腹の産仔数の減少，出生仔の死亡率の増加が最高用

量群で，出生仔の体重増加抑制が高用量 2 群で出後 90 日間認められた。機能的には，ヨウ化カ

リウムは聴覚性驚愕の遅延が高用量 2 群で，嗅覚性帰巣反応の遅延が中間用量群で，雌では，

回し車の運動能の低下がいずれの投与群でも認められた。生後 90 日齢で屠殺したラットでは，

0.1 %群で体重及び脳重量の減少がみられた。0.05 %群では体重減少はみられたが，脳重量には

影響は認められなかった。甲状腺重量は絶対重量，相対重量ともに 90 日齢では影響はみられな

かった。ヨウ化カリウム低用量群では，いくつかの別途な行動変化がみられたが，用量に相関し

たものではなく，再現性もなかった。5-azacytidine はヨウ化カリウムより明らかな発生毒性能を示

した。ヨウ化カリウムの発生毒性は甲状腺機能障害に伴うものとみなされた。この発生時の機能

試験はヨウ化カリウムの発生毒性を捉える方法として追加することは有益と考えられた。 9) 

(Vorhees et al., 1984)  

 

以下については該当文献なし 

６．局所刺激性 

７．その他の毒性 

８．ヒトにおける知見 
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